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を検索したり、HP製品間の統合に関する詳細なリストやITILプロセスのリストを閲覧することができます。このサイトのURL
はhttp://h20230.www2.hp.com/sc/solutions/index.jspです。
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概要

このドキュメントでは、 Installation and Configuration wizardを使用して、HP Operations
Orchestrationバージョン 10.10をインストールし構成する方法について説明します。また、サイレント

インストールの手順についても説明します。

このドキュメントは、次の操作を行う方を対象に作成されています。

l HP OOがインストールされていないマシンでの新規インストール。

l HP OOCommunity Editionのインストール後のHP OOのインストール。

l HP OO 9.xからのアップグレード。HP OO 9.xからのアップグレードの詳細は、『HP XX 9.xからHP
OO 10.xへのアップグレード』を参照してください。

このドキュメントでは、HP OO 10.xの旧バージョンからのアップグレードについては説明しません。『HP
OO 10.xの最新バージョンへのアップグレード』を参照してください。

前提条件とインストールメモ

l Central、Studio、またはRASをインストールする前に、これからHP OOをインストールするシステム

の管理者権限が自分にあるかどうかをシステム管理者に確認してください。また、適切なアクセス

許可がデータベースに設定されていることも確認してください。例外や特殊なケースの詳細につい

ては、『リリースノート』を参照してください。

l Studioのインストール前に、Microsoft Visual C++ 2008 SP1再頒布可能パッケージ (x86)を次の

サイトからダウンロードしてインストールします。

http://www.microsoft.com/en-us/download/details.aspx?id=29

注 :使用するWindowsのバージョン (Windows x64など)に関わらず、x86プラットフォーム向

けのバージョンのダウンロードとインストールが必要です。

l アップグレード手順は、HP OO 9.xデータベースおよびファイルシステムを変更しません。HP OO 
バージョン 10.10以降では、インストール時に新しいスキーマが必要です。

l クラスター環境では、複数のコンピューターで時計の時刻を同期させる必要があります。時計は、

秒の精度で互いに同期している必要があります。すべてのノード (CentralおよびRAS)間で正確

なシステム時刻を定期的にメンテナンスするには、NTP同期の使用をお勧めします。

l ソフトウェアをインストールまたはアップグレードする前に、システムを必ずバックアップしてください。シ

ステム管理者に相談してください。

l セキュアな環境で HP OOをインストールする場合は、『HP OOシステム構成とハードニングガイ

ド』を参照してください。
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l LWSSO: LW SSO設定をHP OO 9.xからアップグレードするように選択した場合、そのLW SSO
設定は移行されますが、HP OO 10.10では LW SSOが無効になります (HP OO 9.xで有効に

なっていた場合でも無効になります)。

l RASのファイアウォールの内側でのデプロイについては、『コンセプトガイド』を参照してください。

SQL スクリプト

セキュリティ上の理由で HP OOデータベースユーザーがテーブル、インデックス、シーケンスなどのオブ

ジェクトを作成できない場合、 ISOイメージのSQLスクリプトを実行し、管理者権限のデータベース

接続を使用してデータベースオブジェクトを手動で作成できます。

スクリプトの実行前に、データベースまたはスキーマを作成しておく必要があります。データベースまたは

スキーマを作成するスクリプトは、『HP OOデータベースガイド』の「Manually Creating an HP OO
Database」に記載されています。

これらのSQLスクリプトは、 ISOイメージの \docs\sqlにあります。次のスクリプトがあります。

l mssql.sql

l mysql.sql

l oracle.sql

l postgres.sql

データベースごとの適合

このセクションでは、データベースごとの適合と要件について説明します。詳細は、『HP OOデータベー

スガイド』を参照してください。

l MySQL: MySQLデータベースを使用して HP OOをデプロイする場合、MySQLサーバー設定ファ

イルmy.ini (Windows)またはmy.cnf (Linux)で次のオプションを設定する必要があります。

transaction-isolation = READ-COMMITTED

default-storage-engine = INNODB

character-set-server = utf8

max_allowed_packet = 250M

innodb_log_file_size = 256M

max_connections = 1000

l Postgres: Postgresデータベースを使用して HP OOをデプロイする場合、Postgresサーバー設

定ファイルpostgresql.confで次のオプションを設定する必要があります。

default_transaction_isolation = 'read committed'

autovacuum = on
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track_counts = on

max_connections = 1000

l Oracle:

Oracleデータベースを使用して HP OOをデプロイする場合、OracleサーバーのPROCESSES と

OPEN_CURSORSの設定で、HP OOの同時接続数の最大値を 1000、セッションあたりのオー

プンカーソル数の最大値を 900に指定する必要があります。

l SQL Server

SQLServerデータベースを使用して HP OOをデプロイする場合、次のデータベースオプションを設

定する必要があります。

ALLOW_SNAPSHOT_ISOLATION ON

READ_COMMITTED_SNAPSHOT ON

AUTO_CREATE_STATISTICS ON

AUTO_SHRINK OFF
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HP Operations Orchestrationのインストール

このセクションでは、HP Operations Orchestrationバージョン 10.10をインストールする方法について説

明します。「システム要件」( 46ページ)を参照して、使用するシステムが最小システム要件を満たして

いることを確認してください。

UAC (ユーザーアクセス制御 )のエラーを回避するには、管理者のアクセス権限でインストールを実行

する必要があります。UACの設定内容が不明の場合にも、インストーラーを右クリックして管理者で

実行することができます。

注 :データベース名およびSID フィールドには、アンダースコア (_)以外の特殊文字は使用できま

せん。また、データベース名とSIDには、30文字まで入力できます。

HP OOは、次の方法でインストールできます。

l インストールウィザードを使用する方法 – 「インストールウィザードによるHP OOCentralのインス

トール (Windows)」( 9ページ)または「インストールウィザードによるHP OOCentralのインストール

(Linux)」( 21ページ)を参照してください。

l コマンド行からサイレントインストールする方法 – 「HP OOのサイレントインストール」( 39ページ)を
参照してください。

インストールウィザードによる HP OO Central のインストー

ル (Windows)
インストール可能なコンポーネントは、Central、Studio、RAS (オプション)の3つです。このトピックで

は、Centralをインストールする方法を説明します。

RASのインストールについては、「インストールウィザードによるHP OORASサーバーのインストール」

( 32ページ)を参照してください。

Studioのインストールについては、「インストールウィザードによるHP OOStudioのインストール」( 34
ページ)を参照してください。

CentralをWindowsにインストールするには、次の手順を実行します。

1. ISOファイルをHP SSOポータルにダウンロードし、コンピューターのローカルドライブに展開しま

す。

注 : HP Operations Orchestration DVDのインストーラーを起動するには、DVDを挿入し、

コンピューターのローカルドライブにインストールファイルをコピーしてください。

2. installer-win64.exeインストールファイルをダブルクリックすると、インストーラーが起動します。

3. インストーラーが起動すると、インストールパッケージが抽出され、HP Operations Orchestration
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Installation and Configuration Wizardが自動的に表示されます。 [Next]をクリックします。

4. Licenseステップで [I Agree]を選択し、 [Next]をクリックします。

5. Locationステップで、インストールのルートディレクトリの場所を選択し、 [Next]をクリックします。

ディレクトリが存在しない場合は、自動的に作成されます。新しい場所の作成を確認するよう

に求められます。

注 :デフォルトのパスは C:\Program Files\Hewlett-Packard\HP Operations
Orchestrationです。インストールパスに使用できる文字は、英字、数字、スペース、ハイ

フン (-)、下線 (_)です。

6. Optionsステップで、 [Central]を選択してから [Next]をクリックします。

注 : Centralは、RAS サーバーをセットアップしなくてもインストールできます。RASサーバーを
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インストールする場合は、Centralとは別のサーバーにインストールすることを推奨します。「イ

ンストールウィザードによるHP OORASサーバーのインストール」( 32ページ)を参照してくだ

さい。詳細については、『アーキテクチャーガイド』を参照してください。

7. Central Clusterステップで、既存のCentralクラスターにノードを追加できます。クラスタリングに

は、スループットを向上する高い可用性とスケーラビリティが備わっています。

クラスターを作成するには、Centralの初回作成時にインストールウィザードを実行します。次に、

他のマシンでウィザードを実行して次のノードを作成しますが、この2回目のインストール時に同

じデータベーススキーマをポイントするように設定します。

クラスター設定の詳細は、『HP OOアーキテクチャーガイド』の「高可用性の構成」を参照してく

ださい。
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8. Connectivityステップで、Centralサーバーのポートを必要に応じて構成します。デフォルト値

は、各ポートの隣に表示されます。

9. (オプション)Connectivityステップで、セキュアな SSL証明書をインポートできます。 [Provide a
secure SSL certificate]を選択し、 [Browse]をクリックしてセキュアな SSL証明書を選択しま

す。

このチェックボックスを選択しない場合、HP OOでは、10年間有効なデフォルトの自己署名証

明書が使用されます。

インストールガイド
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注 :証明書の場所にネットワークパスを使用しないでください。

10. Central SSL/TLS証明書のパスワードを入力し、確認のため再入力します。

11. CentralとRASの両方を同時にインストールしている場合、 [CA root certificate location]
フィールドが使用可能で、CAルート証明書の場所を指定する必要があります。Centralのみイ

ンストールし、RASをインストールしない場合、このフィールドはグレー表示になります。

[Browse]をクリックして、RAS信頼ストアにインポートされるCAルート証明書を選択します。

注 :証明書の場所にネットワークパスを使用しないでください。

セキュアな環境でのHP OOのインストールについては、『HP OOシステム構成とハードニングガイ

ド』を参照してください。

12. FIPS 140-2互換の設定をHP OOで行う場合は、 [Do not start Central server after
installation]チェックボックスを選択します。
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クラスターモードで新しいCentralをインストールしていて、インストーラーのバージョンが現在の

Centralより古い場合は、 [Do not start Central server after installation]チェックボックスを選

択してください。さもなければ、Centralの起動時にインストーラーが失敗するためです。

13. [Test ports availability]をクリックします。ポートが使用可能な場合は、 [Success]チェック

マークが表示されます。エラーが発生した場合は、そのエラーに応じてポートを調整してください。

14. 完了したら、 [Next]をクリックして続行します。

15. Database Connectionステップで、データベーススキーマを構成し作成します。

a. まずデータベースベンダーを選択し、次に接続プロパティを入力します。

注 : [Connect to existing database/schema]オプションを選択する場合、

[Username] フィールドと [Password] フィールドに管理者ユーザーアカウントの情報を指

定しないように注意してください。指定すると、管理者アカウントで HP OOがインストー

ルされます。

[Create the database/schema]オプション ([Admin username] フィールドと [Admin
password] フィールド )を使用する場合、管理者権限が必要になります。

選択可能なデータベースの種類は以下のとおりです。

インストールガイド
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o Oracle: [Username] フィールドと [Password] フィールドでは、SYSやSYSTEMなどの管

理者アカウントの資格情報を使用しないでください。

o Microsoft SQL Server: [Username] フィールドと [Password] フィールドでは、saなどの

管理者アカウントの資格情報を使用しないでください。

o Oracle MySQL: [Username] フィールドと [Password] フィールドでは、root資格情報を

使用しないでください。

o PostgreSQL: [Username] フィールドと [Password] フィールドでは、postgres資格情報

を使用しないでください。

注 : PostgreSQLデータベースの名前は、大文字と小文字が区別されます。

o Internal database: これは、H2ローカルデータベースを使用します。これは、本稼働では

使用しないでください。

o Other database: (サポートされるデータベースの高度な機能を有効にするために使用し

ます)。 [Other database]を選択する場合は、HP OOでの使用がサポートされている種

類のデータベースのみを使用できます。  詳細は、「システム要件」( 46ページ)を参照してく

ださい。

注 : [Other database]オプションでは、任意の有効な JDBC URLもサポートしていま

す。

b. データベースの種類を選択してから、次のいずれかを選択します。

o Connect to existing database/schema:既存のスキーマ、ユーザー、またはデータベー

スに接続します。スキーマ、ユーザー、またはデータベースが存在するかどうかがインストー

ラーによって検証されます。

o Create the database/schema:新規のデータベースまたはスキーマを作成できます。

[Database]、 [Username]、 [Password]の各フィールドの内容は、HP OOで使用するス

キーマ、ユーザー、データベースの新規作成で使用されます。

[Confirm Password] フィールドにパスワードを再度入力します。

[Admin username] フィールドと [Admin password] フィールドに、既存のデータベース

ユーザーの資格情報を入力します。この管理者ユーザーには、データベースに接続する

権限と、HP OOで使用するスキーマ、ユーザー、データベースを新規作成する権限が必

要です。

c. ホスト名または IPアドレス、接続情報を入力します。

FQDN (完全修飾ドメイン名 )を入力します。
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IPv6を使用する場合は、 IPv6アドレスを角括弧で囲んでください (例 : [3fff::20])。括弧で

囲まないとエラーが発生します。

注 : Oracleにインストールされている 9.xバージョンからアップグレードしている場合、

[SID] フィールドには、データベース名でなく、このデータベースのSIDを入力する必要が

あります。

d. [Test Connection]をクリックします。データベースに接続できない場合は、ウィザードの次の

ステップに進むことができません。

インストーラーは、スキーマとデータベースが空白でないことをチェックし、空白でない場合は

警告メッセージを表示します。スキーマの検証中にインストールにエラーが発生した場合、イ

ンストールプロセスは停止します。

注 : このテストでは、HP OOと選択したデータベースとの間の接続のみが検証されます。

データベースで要求される条件 (スキーマに対するユーザーの読み取り/書き込み権限な

ど)は検証されません。

注 :すべてのデータベースベンダーについて、新しいデータベースを作成するよう選択した

場合は、データベースの大文字と小文字の照合順序は次のように区別されます。

o MySQL:新規データベースには utf8_bin collationが使用されます。

o Postgres:仕様上、大文字と小文字が区別されます。特に設定は必要ありませ

ん。UTF-8エンコーディングがサポートされます。

o Oracle:デフォルトで大文字と小文字が区別されます。特に設定は必要ありませ

ん。UTF-8エンコーディングがサポートされます。

o MS SQL:必要な言語に応じて、次のデータベースの照合順序のみを使用します。

o 英語 : SQL_Latin1_General_CP1_CS_AS

o 日本語 : Japanese_Unicode_CS_AS

o 簡体字中国語 : Chinese_Simplified_Stroke_Order_100_CS_AS

o ドイツ語 : SQL_Latin1_General_CP1_CS_AS

o フランス語 : French_100_CS_AS

o スペイン語 : SQL_Latin1_General_CP1_CS_AS
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ただし、データベースがインストール済みの場合は、データベース固有の照合順序を使

用して表が作成されます。他の照合順序を使用すると、ローカライズされたインストール

でユーザーインタフェースに文字化けが発生する可能性があります。さらに、ローカライズ

されたインストールではMicrosoft SQL Serverで他の照合順序は公式にはサポートさ

れていません。

SQLServerデータベースの新規作成にインストーラーを使用する場合、言語の選択

ページで言語を選択すると、新規データベース用の照合順序が正しく設定されます。

上記の照合順序を使用すると、テキスト列に nvarcharデータ型ではなくvarcharデー

タ型を使用できます。varcharデータ型を使用する方がより効率的で、データベース全

体のサイズも小さくなります。

特定の言語を選択すると、SQLServerを使用するHP OOシステムは、その照合順序

でサポートされる言語のみに限定されます。たとえば、SQL_Latin1_General_CP1_
CS_AS照合順序を使用する場合は、英語、ドイツ語、およびスペイン語の文字は使

用できますが、日本語文字は使用できません。Japanese_Unicode_CS_ASを使用

する場合は、フランス語のアクセント文字は適切に提示されません。各照合順序の完

全な仕様については、Microsoft SQL Serverのドキュメントを参照してください。

データベーススキーマの設定については、『HP OOデータベースガイド』を参照してください。

16. Content Packsステップでは、既存のコンテンツパックのインポートを行います。コンテンツパックが

ある場所を選択して、 [OK]をクリックします。

注 : インストールフォルダーとDVDには、リリースされたコンテンツパックが含まれます。

選択したフォルダーにある使用可能なコンテンツパックがリストに表示されます。インポートするコ

ンテンツパックを選択し、 [Next]をクリックします。

注 : [Ctrl]キーまたは [Shift]キーを使用すると、複数の項目を選択できます。

インストールガイド

HP Operations Orchestration (10.10 ) 17 / 53ページ



注 : HPLNで新しいコンテンツパックや更新されたコンテンツパックをダウンロードするには、ウィ

ザードの下の部分にあるリンクを使用します。

17. HP OOバージョン 9.xからのアップグレードでは、Upgrade ステップでアップグレード設定を行いま

す。

[Upgrade from HP Operations Orchestration 9.x]を選択する場合 :

a. [Upgrade source] リストで 9.x インストールの識別方法を選択します。

b. 状況に応じて、必要なファイルまたはパスの場所、または 9.xデータベースプロパティを入力

します。

これにより、システム構成情報 (ユーザー、LDAP、LWSSO、セキュリティデータ、システムプロ

パティ、システムアカウントなど)が抽出されてロードされます。

c. 9.xバージョンを検証する場合は、 [Validate]をクリックします。

HP OO 9.xからのアップグレードの詳細は、『HP XX 9.xからHP OO 10.xへのアップグレード』

を参照してください。
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18. Languageステップで、HP Operations Orchestrationでサポートされる言語 (英語に追加 )を選

択し、 [Next]をクリックします。

この言語サポートは、以下で使用されます。

n MS SQL照合順序の言語 (該当する場合 )

n コンテンツのcentral-wrapper.conf言語。この言語サポートが必要な可能性があるのは、た

とえば、日本語で構成されるサーバーに pingを実行する必要がある場合などです。

注 : インストール後でも言語サポートを変更できます。インストールディレクトリの

central/confにある central-wrapper.confファイルを編集してください。
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19. インストールと構成について、ウィザードで選択し入力した設定が [Summary]ページに表示さ

れます。選択が正しいことを確認してください。いずれかの項目を修正する場合は、 [Back]をク

リックします。
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20. [Install]をクリックします。インストールが開始され、 [Progress]ページが開きます。正しくインス

トールできた項目の隣にチェックマークが表示されます。インストールが完了したら、 [Next]をク

リックします。

注 :いずれかのインストールや構成項目に問題がある場合でも、残りの項目はそのエラーを

無視して続行が試みられます。エラーがなかったかどうかを、C:\HP\oo (または選択したイン

ストールフォルダー)の installer.logファイルで確認してください。

21. (オプション) [Finish]ページで [Open Welcome Page]を選択すると、デフォルトのWebブラウ

ザーが開いて HP OOの最初のページが表示されます。表示言語は、 [Language]ページで選

択した言語です。

22. [Finish]をクリックして、 Installation and Configuration wizardを閉じます。

Centralがインストールされ、メニューショートカットが作成されます。「HP OOの起動」( 41ページ)を参

照してください。

インストールウィザードによる HP OO Central のインストー

ル (Linux)
インストール可能なコンポーネントは、Central、Studio、RAS (オプション)の3つです。Studio (フロー

作成ツール)はWindowsのみで動作します。したがって、HP OOを Linuxにインストールする場合

は、インストーラーをWindowsでも実行して Studioをインストールする必要があります。

RASのインストールについては、「インストールウィザードによるHP OORASサーバーのインストール」

( 32ページ)を参照してください。

Studioのインストールについては、「インストールウィザードによるHP OOStudioのインストール」( 34
ページ)を参照してください。

Centralを Linuxにインストールするには、次の手順を実行します。

1. ISOファイルをHP SSOポータルにダウンロードし、コンピューターのローカルドライブに展開しま

す。

HP Operations Orchestration DVDのインストーラーを起動するには、DVDを挿入し、コンピュー

ターのローカルドライブにインストールファイルをコピーしてください。次に、XWindow ターミナルから

次のコマンドを実行します。

bash installer-linux64.bin

2. installer-linux64.binインストールファイルをダブルクリックすると、インストーラーが起動します。

3. インストーラーが起動すると、インストールパッケージが抽出され、HP Operations Orchestration
Installation and Configuration Wizardが自動的に表示されます。 [Next]をクリックします。
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4. Licenseステップで [I Agree]を選択し、 [Next]をクリックします。

5. Locationステップで、インストールのルートディレクトリの場所を選択し、 [Next]をクリックします。

ディレクトリが存在しない場合は、自動的に作成されます。新しい場所の作成を確認するよう

に求められます。

注 :
デフォルトのパスは /opt/hp/ooです。インストールパスに使用できる文字は、英字、数字、

スペース、ハイフン (-)、下線 (_)です。

6. Optionsステップで、 [Central]を選択してから [Next]をクリックします。

注 : Centralは、RAS サーバーをセットアップしなくてもインストールできます。RASサーバーを

インストールする場合は、Centralとは別のサーバーにインストールすることを推奨します。「イ

ンストールウィザードによるHP OORASサーバーのインストール」( 32ページ)を参照してくだ
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さい。詳細については、『アーキテクチャーガイド』を参照してください。

7. Central Clusterステップで、既存のCentralクラスターにノードを追加できます。クラスタリングに

は、スループットを向上する高い可用性とスケーラビリティが備わっています。

クラスターを作成するには、Centralの初回作成時にインストールウィザードを実行します。次に、

他のマシンでウィザードを実行して次のノードを作成しますが、この2回目のインストール時に同

じデータベーススキーマをポイントするように設定します。

クラスター設定の詳細は、『HP OOアーキテクチャーガイド』の「高可用性の構成」を参照してく

ださい。

8. Connectivityステップで、Centralサーバーのポートを必要に応じて構成します。デフォルト値

は、各ポートの隣に表示されます。

9. (オプション)Connectivityステップで、セキュアな SSL証明書をインポートできます。 [Provide a
secure SSL certificate]を選択し、 [Browse]をクリックしてセキュアな SSL証明書を選択しま

す。

このチェックボックスを選択しない場合、HP OOでは、10年間有効なデフォルトの自己署名証

明書が使用されます。
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注 :証明書の場所にネットワークパスを使用しないでください。

10. Central SSL/TLS証明書のパスワードを入力し、確認のため再入力します。

11. CentralとRASの両方を同時にインストールしている場合、 [CA root certificate location]
フィールドが使用可能で、CAルート証明書の場所を指定する必要があります。Centralのみイ

ンストールし、RASをインストールしない場合、このフィールドはグレー表示になります。

[Browse]をクリックして、RAS信頼ストアにインポートされるCAルート証明書を選択します。

注 :証明書の場所にネットワークパスを使用しないでください。

セキュアな環境でのHP OOのインストールについては、『HP OOシステム構成とハードニングガイ

ド』を参照してください。

12. FIPS 140-2互換の設定をHP OOで行う場合は、 [Do not start Central server after
installation]チェックボックスを選択します。
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クラスターモードで新しいCentralをインストールしていて、インストーラーのバージョンが現在の

Centralより古い場合は、 [Do not start Central server after installation]チェックボックスを選

択してください。さもなければ、Centralの起動時にインストーラーが失敗するためです。

13. [Test ports availability]をクリックします。ポートが使用可能な場合は、 [Success]チェック

マークが表示されます。エラーが発生した場合は、そのエラーに応じてポートを調整してください。

14. 完了したら、 [Next]をクリックして続行します。

15. Database Connectionステップで、データベーススキーマを構成し作成します。

a. まずデータベースベンダーを選択し、次に接続プロパティを入力します。

注 : [Connect to existing database/schema]オプションを選択する場合、

[Username] フィールドと [Password] フィールドに管理者ユーザーアカウントの情報を指

定しないように注意してください。指定すると、管理者アカウントで HP OOがインストー

ルされます。

[Create the database/schema]オプション ([Admin username] フィールドと [Admin
password] フィールド )を使用する場合、管理者権限を持つユーザーの接続が必要に

なります。

選択可能なデータベースの種類は以下のとおりです。
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o Oracle: [Username] フィールドと [Password] フィールドでは、SYSやSYSTEMなどの管

理者アカウントの資格情報を使用しないでください。

o Microsoft SQL Server: [Username] フィールドと [Password] フィールドでは、saなどの

管理者アカウントの資格情報を使用しないでください。

o Oracle MySQL: [Username] フィールドと [Password] フィールドでは、root資格情報を

使用しないでください。

o PostgreSQL: [Username] フィールドと [Password] フィールドでは、postgres資格情報

を使用しないでください。

注 : PostgreSQLデータベースの名前は、大文字と小文字が区別されます。

o Internal database : これは、H2ローカルデータベースを使用します。これは、本稼働では

使用しないでください。

o Other database (サポートされるデータベースの高度な機能を有効にするために使用しま

す): [Other database]を選択する場合は、HP OOでの使用がサポートされている種類の

データベースのみを使用できます。  詳細は、「システム要件」( 46ページ)を参照してくださ

い。

注 : [Other database]オプションでは、任意の有効な JDBC URLもサポートしていま

す。

b. データベースの種類を選択してから、次のいずれかを選択します。

o Connect to existing database/schema:既存のスキーマ、ユーザー、またはデータベー

スに接続します。スキーマ、ユーザー、またはデータベースが存在するかどうかがインストー

ラーによって検証されます。

o Create the database/schema:新規のデータベースまたはスキーマを作成できます。

[Database]、 [Username]、 [Password]の各フィールドの内容は、HP OOで使用するス

キーマ、ユーザー、データベースの新規作成で使用されます。

[Confirm Password] フィールドにパスワードを再度入力します。

[Admin username] フィールドと [Admin password] フィールドに、既存のデータベース

ユーザーの資格情報を入力します。この管理者ユーザーには、データベースに接続する

権限と、HP OOで使用するスキーマ、ユーザー、データベースを新規作成する権限が必

要です。

c. ホスト名または IPアドレス、接続情報を入力します。

FQDN (完全修飾ドメイン名 )を入力します。
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IPv6を使用する場合は、 IPv6アドレスを角括弧で囲んでください (例 : [3fff::20])。括弧で

囲まないとエラーが発生します。

注 : Oracleにインストールされている 9.xバージョンからアップグレードしている場合、

[SID] フィールドには、データベース名でなく、このデータベースのSIDを入力する必要が

あります。

d. [Test Connection]をクリックします。データベースに接続できない場合は、ウィザードの次の

ステップに進むことができません。

インストーラーは、スキーマとデータベースが空白でないことをチェックし、空白でない場合は

警告メッセージを表示します。スキーマの検証中にインストールにエラーが発生した場合、イ

ンストールプロセスは停止します。

注 : このテストでは、HP OOと選択したデータベースとの間の接続のみが検証されます。

データベースで要求される条件 (スキーマに対するユーザーの読み取り/書き込み権限な

ど)は検証されません。

注 :すべてのデータベースベンダーについて、新しいデータベースを作成するよう選択した

場合は、データベースの大文字と小文字の照合順序は次のように区別されます。

o MySQL:新規データベースには utf8_bin collationが使用されます。

o Postgres:仕様上、大文字と小文字が区別されます。特に設定は必要ありませ

ん。UTF-8エンコーディングがサポートされます。

o Oracle:デフォルトで大文字と小文字が区別されます。特に設定は必要ありませ

ん。UTF-8エンコーディングがサポートされます。

o MS SQL:必要な言語に応じて、次のデータベースの照合順序のみを使用します。

o 英語 : SQL_Latin1_General_CP1_CS_AS

o 日本語 : Japanese_Unicode_CS_AS

o 簡体字中国語 : Chinese_Simplified_Stroke_Order_100_CS_AS

o ドイツ語 : SQL_Latin1_General_CP1_CS_AS

o フランス語 : French_100_CS_AS

o スペイン語 : SQL_Latin1_General_CP1_CS_AS
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ただし、データベースがインストール済みの場合は、データベース固有の照合順序を使

用して表が作成されます。他の照合順序を使用すると、ローカライズされたインストール

でユーザーインタフェースに文字化けが発生する可能性があります。さらに、ローカライズ

されたインストールではMicrosoft SQL Serverで他の照合順序は公式にはサポートさ

れていません。

SQLServerデータベースの新規作成にインストーラーを使用する場合、言語の選択

ページで言語を選択すると、新規データベース用の照合順序が正しく設定されます。

上記の照合順序を使用すると、テキスト列に nvarcharデータ型ではなくvarcharデー

タ型を使用できます。varcharデータ型を使用する方がより効率的で、データベース全

体のサイズも小さくなります。

特定の言語を選択すると、SQLServerを使用するHP OOシステムは、その照合順序

でサポートされる言語のみに限定されます。たとえば、SQL_Latin1_General_CP1_
CS_AS照合順序を使用する場合は、英語、ドイツ語、およびスペイン語の文字は使

用できますが、日本語文字は使用できません。Japanese_Unicode_CS_ASを使用

する場合は、フランス語のアクセント文字は適切に提示されません。各照合順序の完

全な仕様については、Microsoft SQL Serverのドキュメントを参照してください。

データベーススキーマの設定については、『HP OOデータベースガイド』を参照してください。

16. HP OOバージョン 9.xからのアップグレードでは、Upgrade ステップでアップグレード設定を行いま

す。

[Upgrade from HP Operations Orchestration 9.x]を選択する場合 :

a. [Upgrade source] リストで 9.x インストールの識別方法を選択します。

b. 状況に応じて、必要なファイルまたはパスの場所、または 9.xデータベースプロパティを入力

します。

これにより、システム構成情報 (ユーザー、LDAP、LW SSO、セキュリティデータ、システムプロ

パティ、システムアカウントなど)が抽出されてロードされます。

c. 9.xバージョンを検証する場合は、 [Validate]をクリックします。

HP OO 9.xからのアップグレードの詳細は、『HP XX 9.xからHP OO 10.xへのアップグレード』

を参照してください。
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17. Languageステップで、HP Operations Orchestrationでサポートされる言語 (英語に追加 )を選

択し、 [Next]をクリックします。

この言語サポートは、以下で使用されます。

n MS SQL照合順序の言語 (該当する場合 )

n コンテンツのcentral-wrapper.conf言語。この言語サポートが必要な可能性があるのは、た

とえば、日本語で構成されるサーバーに pingを実行する必要がある場合などです。

注 : インストール後でも言語サポートを変更できます。インストールディレクトリの

central/confにある central-wrapper.confファイルを編集してください。
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18. インストールと構成について、ウィザードで選択し入力した設定が [Summary]ページに表示さ

れます。選択が正しいことを確認してください。いずれかの項目を修正する場合は、 [Back]をク

リックします。
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19. [Install]をクリックします。インストールが開始され、 [Progress]ページが開きます。正しくインス

トールできた項目の隣にチェックマークが表示されます。インストールが完了したら、 [Next]をク

リックします。

注 :いずれかのインストールや構成項目に問題がある場合でも、残りの項目はそのエラーを

無視して続行が試みられます。エラーがなかったかどうかを、 /HP/oo (または選択したインス

トールフォルダー)の installer.logファイルで確認してください。

20. (オプション) [Finish]ページで [Open Welcome Page]を選択すると、デフォルトのWebブラウ

ザーが開いて HP OOの最初のページが表示されます。表示言語は、 [Language]ページで選

択した言語です。

21. [Finish]をクリックして、 Installation and Configuration wizardを閉じます。

Centralがインストールされ、メニューショートカットが作成されます。「HP OOの起動」( 41ページ)を参

照してください。
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インストールウィザードによる HP OO RAS サーバーのインス

トール

1. 「インストールウィザードによるHP OOCentralのインストール (Windows)」( 9ページ)または「インス

トールウィザードによるHP OOCentralのインストール (Linux)」( 21ページ)の手順に従って、オペ

レーティングシステムごとにインストールウィザードを実行します。

2. Optionsステップで、 [Remote Access Server (RAS)]を選択してから [Next]をクリックします。

3. Register RASステップの [Central URL]ボックスで、Centralのプロパティと場所を入力します。

Central URLには、FQDN (完全修飾ドメイン名 )を入力します。

IPv6を使用する場合は、 IPv6アドレスを角括弧で囲んでください (例 : [3fff::20])。括弧で囲ま

ないとエラーが発生します。

インストールガイド

HP Operations Orchestration (10.10 ) 32 / 53ページ



4. (オプション) [Central user capable of registering a RAS]チェックボックスを選択して、このユー

ザーの名前とパスワードを入力します。

5. (オプション) [HTTP proxy definition for connecting to the Central]を選択して、HTTPプロキ

シ定義を入力します。

6. [Test Connection]をクリックします。

7. CentralとRASを同時にインストールしていて、Centralの証明書を提示した場合、RASのCA
ルート証明書を提示する必要があります。この証明書はRAS信頼ストアにインポートされます。

a. [Provide the CA root certificate of Central]チェックボックスを選択します。

b. [Browse]をクリックして、関連するCAルート証明書を選択します。

c. [Test Connection]をクリックします。

Centralでデフォルトの証明書を使用した場合、このチェックボックスを選択しないと、自己署名

証明書が自動的に使用されます。

SSL証明書の使用方法については、『HP OOシステム構成とハードニングガイド』を参照してく

ださい。
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8. CentralでクライアントからのX.509証明書が必要な場合は、次の手順を実行します。

a. [Provide an X.509 client certificate of the RAS]チェックボックスをクリックします。RASの

UUIDが自動生成されます。

b. このRAS UUIDを使用してクライアント証明書を作成します。クライアント証明書は PKCS
形式であり、拡張子は .pfxまたは .p12です。

c. [Browse]をクリックし、作成した X.509クライアント証明書を選択します。

d. 作成した X.509クライアント証明書のパスワードを入力します。

e. [Test Connection]をクリックします。

9. [Next]をクリックします。インストールの概要が表示されます。 [Install]をクリックします。

10. [Finish]をクリックして、インストールを終了します。

インストールウィザードによる HP OO Studio のインストール

このトピックでは、Studioをウィザードでインストールする方法を説明します。

注 : StudioはWindowsのみで動作するので、Linuxにはインストールできません。

RASのインストールについては、「インストールウィザードによるHP OORASサーバーのインストール」

( 32ページ)を参照してください。

Centralのインストールについては、「インストールウィザードによるHP OOCentralのインストール

(Windows)」( 9ページ)を参照してください。

Studioをインストールするには、次の手順を実行します。

1. ISOファイルをHP SSOポータルにダウンロードし、コンピューターのローカルドライブに展開しま

す。

注 : HP Operations Orchestration DVDのインストーラーを起動するには、DVDを挿入し、

コンピューターのローカルドライブにインストールファイルをコピーしてください。

2. installer-win64.exeインストールファイルをダブルクリックすると、インストーラーが起動します。

3. インストーラーが起動すると、インストールパッケージが抽出され、HP Operations Orchestration
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Installation and Configuration Wizardが自動的に表示されます。 [Next]をクリックします。

4. Licenseステップで [I Agree]を選択し、 [Next]をクリックします。

5. Locationステップで、インストールのルートディレクトリの場所を選択し、 [Next]をクリックします。  

注 :デフォルトのパスは C:\Program Files\Hewlett-Packard\HP Operations
Orchestrationです。インストールパスに使用できる文字は、英字、数字、スペース、ハイ

フン (-)、下線 (_)です。

ディレクトリが存在しない場合は、自動的に作成されます。新しい場所の作成を確認するよう

に求められます。

6. Optionsステップで、 [Studio]を選択してから [Next]をクリックします。
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7. Content Packsステップでは、既存のコンテンツパックのインポートを行います。コンテンツパックが

ある場所を選択して、 [OK]をクリックします。

注 : インストールフォルダーとDVDには、リリースされたコンテンツパックが含まれます。

選択したフォルダーにある使用可能なコンテンツパックがリストに表示されます。インポートするコ

ンテンツパックを選択し、 [Next]をクリックします。
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注 : HPLNで新しいコンテンツパックや更新されたコンテンツパックをダウンロードするには、ウィ

ザードの下の部分にあるリンクを使用します。

8. Languageステップで、HP Operations Orchestrationでサポートされる言語 (英語に追加 )を選

択し、 [Next]をクリックします。

この言語は、Studio UIで使用されます。

注 : インストール後でも言語サポートを変更できます。インストールディレクトリのstudio/conf
にあるStudio.propertiesファイルを編集してください。
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9. インストールと構成について、ウィザードで選択し入力した設定が [Summary]ページに表示さ

れます。選択が正しいことを確認してください。いずれかの項目を修正する場合は、 [Back]をク

リックします。

10. [Install]をクリックします。インストールが開始され、 [Progress]ページが開きます。正しくインス

トールできた項目の隣にチェックマークが表示されます。インストールが完了したら、 [Next]をク

リックします。

注 :いずれかのインストールや構成項目に問題がある場合でも、残りの項目はそのエラーを

無視して続行が試みられます。エラーがなかったかどうかを、C:\HP\oo (または選択したイン

ストールフォルダー)の installer.logファイルで確認してください。

11. (オプション) [Finish]ページで [Launch Studio]を選択するとStudioが起動します。

12. [Finish]をクリックして、 Installation and Configuration wizardを閉じます。

Studioがインストールされ、メニューショートカットが作成されます。
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HP OO のサイレントインストール

サイレントインストールとは、ユーザーがコマンドラインから開始し、そのユーザーの入力なしで完了する

インストールです。ウィザードやダイアログボックスへの入力は不要です。サイレントインストールの入力

は、テキスト入力ファイルで提示されます。

HP Operations Orchestrationのインストールと構成は、コマンドラインからサイレントで実行できます。

HP Operations Orchestrationのサイレントインストールを実行するには

1. sample-silent.propertiesテキストファイル (HP OOインストールフォルダー下のdocsフォルダー

および ISOのdocsフォルダーにあります)を、インストールと構成に必要な設定値で開きます。

これらの設定値の詳細については、sample-silent.propertiesテキストファイルの説明を参照し

てください。

2. テキストファイルのコピーを silent.propertiesという名前で保存します。

3. 必要なプロパティでコメント記号 (#)を削除し、これらの各プロパティの値を追加します。

4. コマンドラインから、次のように入力します。

installer-win64.exe -s c:\\temp\my-silent.properties

インストールファイルの抽出処理の進捗バーを無効にするには、コマンドラインに -gm2を追加し

ます。

インストール後にCentralを起動しない場合は、-nオプションを指定します。

注 : gm2は、Linuxではサポートされません。

注 : -sプロパティは、完全パスまたは (オペレーティングシステムによって異なる)相対パスのい

ずれかを受け付けます。

n Windows: .exeファイルの場所が基準。

例 :dirAは現在のディレクトリ、dirBは dirAの下にあり、インストーラーと

silent.propertiesファイルが含まれています。dirAでコマンドウィンドウを開いて、次のよ

うに入力します。

dirB\\installer.exe -s silent.properties

重要 :追加するバックスラッシュは 1つ (\)ではなく、2つ (\\)です。インストールファイルを

ダウンロードする先のインストールフォルダーの名前に、スペースが含まれていないことを確

認してください。

n Linux: インストーラーが起動されるディレクトリの場所が基準。
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サイレントインストールに関する注意事項

l プロパティ値には、空白文字がないように注意してください (特に貼り付け時 )。空白文字がある

と、正しく値が読み取られず、インストールが失敗することがあります。

l Oracle: [db.username]プロパティと [db.password]プロパティでは、SYSやSYSTEMなどの管理

者アカウントの資格情報を使用しないでください。

l PostgreSQL: [db.username]プロパティと [db.password]プロパティでは、postgres資格情報を

使用しないでください。

注 : PostgreSQLデータベースの名前は、大文字と小文字が区別されます。

l db.type=H2: これは、H2ローカルデータベースを使用します。これは、本稼働では使用しないでく

ださい。

l db.type=other:サポートされるデータベースの高度な機能を有効にするために使用します。 [other]
を選択する場合は、HP OOでの使用がサポートされている種類のデータベースのみを使用できま

す。詳細については、「システム要件」を参照してください。

l データベース名およびSIDには、アンダースコア (_)以外の特殊文字は使用できません。また、

データベース名とSIDには、30文字まで入力できます。

l Central.propertiesファイルで localhostをデータベースとして持つリモート 9.x Centralからサイレン

トインストールでアップグレードした場合、インストールとアップグレードが正常に終了しません。ウィ

ザードによるインストールの場合はこの問題は発生しません。

l silent.propertiesでは、プロパティ値にバックスラッシュ ('\')が含まれている場合、エスケープ (バック

スラッシュを 2つ指定 )が必要です。

次のような場合、上記の対応が必要になります。

n 日本語環境のすべてのパス。日本語環境では、パスの区切り文字は円記号なので、エス

ケープが必要です。たとえば、C:¥¥folderのようになります。

n RASのインストールで 'domain\user' という形式のLDAPユーザーを使用する場合。たとえ

ば、domain\\userのようになります。

n Windowsシステムアカウント認証を使用してデータベースをセットアップした場合のデータベース

ユーザー。

n ユーザー名にバックスラッシュが含まれている場合。

ロードバランサーのインストール

HP OOでは、ユーザーが選択したロードバランサーをインストールできます。ロードバランサーはサード

パーティ製品であり、HP OOに付属する機能ではありません。

ロードバランサーのインストール方法については、ベンダーが提供するドキュメントを参照してください。
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ロードバランサーの構成方法については、『HP OO構成とハードニングガイド』の「高可用性の構成」

を参照してください。

ロードバランサーの構成が完了したら、RASが新しいロードバランサーのURLをポイントしていること

を確認します。ポイントしていない場合は変更してください。RASの構成方法については、『HP OO
構成とハードニングガイド』を参照してください。

HP OO の起動

Windows でのHP OO の起動

Central の起動

Centralをインストールすると、Windows上のCentralサービスが自動的に起動されます。ブラーザー

ウィンドウを開き、 Installation and ConfigurationWizardで設定したCentralサーバーのURLを入力

します。

例 :

http://<host>:8080/oo

https://<host>:8443/oo

Central サービスの手動での起動

Centralサービスを手動で起動する必要がある場合、手順は次のとおりです。

1. HP OOをホストするサーバーで、 [コントロールパネル] > [管理ツール] > [サービス]を選択します。

2. HP Operations Orchestration Centralサービスを起動します。

Studio の起動

Windows: [スタート ] メニューで [すべてのプログラム] > [HP Operations Orchestration] > [Studio]を
選択します。

RAS の起動

RASをインストールすると、Windowsサービスは自動的に起動されます。

Linux でのHP OO の起動

Central の起動

Centralをインストールすると、Centralサービスは自動的に起動されます。

LinuxマシンからCentralユーザーインタフェースにアクセスするには、Webブラウザーがインストールされ

た Xサーバーが必要です。また、Centralユーザーインタフェースには、インストールした Linuxサーバー

にアクセスできる任意のマシンから、Central URLでアクセスできます。

注 : Linuxマシンのポートを iptablesで開いておく必要があります。

ブラーザーウィンドウを開き、 Installation and ConfigurationWizardで設定したCentralサーバーの

URLを入力します。
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例 :

http://<host>:8080/oo

https://<host>:8443/oo

Central サービスの手動での起動または停止

Centralを起動または停止するには

<インストールディレクトリ>/central/bin/central start

<インストールディレクトリ>/central/bin/central stop

注 :上記のスクリプトは binフォルダーにあります。

RAS の起動

RASサービスを起動または停止するには

<インストールディレクトリ>/ras/bin/ras start

<インストールディレクトリ>/ras/bin/ras stop

Central セキュリティファイルのバックアップ

データベーススキーマでは、一部のデータが暗号化され、復号化キーはファイルシステムにローカルに

保存されています。ファイルシステムが破損または削除されるとデータの復号化が不可能になるの

で、スキーマは使用できなくなります。

HP OOをインストールしたら、central\var\securityフォルダーとcentral/conf/database.properties
ファイルを必ずバックアップして、このシナリオから回復できるようにしてください。

復元するには、次の手順を実行します。

1. 既存のスキーマで Centralを新たにインストールします。インストールは、Start Centralステップで

失敗します。

2. Centralサービスを停止し、Centralが稼働していないことを確認します。

3. central/var/securityフォルダーをバックアップしたフォルダーで上書きします。

4. central/conf/database.propertiesファイルをバックアップしたファイルで上書きします。

HP Operations Orchestrationのアンインストール

HP OOをアンインストールする前に、使用中のバージョンのHP OOを必ずバックアップしてください。
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Windows での HP OO のアンインストール

1. HP OOインストールディレクトリ (C:\Program Files\Hewlett-Packard\HP Operations
Orchestrationなど)で、uninstall.exeをダブルクリックし、 [Next]をクリックします。

2. アンインストールしたいHP OO のオプションを選択し、 [Next]をクリックします。プロンプトが表示さ

れたら、 [Yes]をクリックして続行します。

3. アンインストールプロセスでは、次の項目が削除されます。

n Centralサービスの除去

n Centralディレクトリの削除

n Studioディレクトリの削除

n コントロールパネルのアンインストーラープログラムのエントリの除去

注 :データベースとデータベースユーザーは、削除されません。
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4. [Finish]をクリックします。選択したHP Operations Orchestrationオプションがコンピューターから

削除されます。

注 : RAS/リモートワーカーをアンインストールしても、データベースのエントリが削除されず、ま

た、RASをCentral UIから削除する必要もあります。 [Topology] > [Workers] タブでワーカーを

選択してから [Delete]ボタンをクリックしてください。詳細については、『HP OOCentralユーザー

ガイド』の「トポロジのセットアップ –ワーカー」を参照してください。

Linux での HP OO のアンインストール

Linuxで HP Operations Orchestrationをアンインストールするには、次のように入力します。

export DISPLAY=<IP アドレス>

./uninstall

アンインストールが正常に完了したら、インストールディレクトリを削除できます。

HP OO のサイレントアンインストール

サイレントアンインストールとは、ユーザーがコマンドラインから開始し、そのユーザーの入力なしで完了

します。サイレントアンインストールは、Windowsまたは Linuxで実行できます。

HP Operations Orchestrationをサイレントアンインストールするには、次のように入力します。

uninstall -s <コンポーネント>
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<コンポーネント>には、削除するコンポーネントをカンマ区切りで入力します。

ここには、all、central、ras、studioを指定できます。

例 : uninstall -s central,ras

インストールガイド

HP Operations Orchestration (10.10 ) 45 / 53ページ



システム要件

このセクションでは、HP OO 10.10のシステム要件について説明します。

ソフトウェア要件

Centralおよび RASのソフトウェア要件

Centralアプリケーションでは、専用のデータベーススキーマが必要になります。

コンポーネント 要件

サポートされるオペ

レーティングシステム

l Microsoft Windows Server 2008 (64ビット )

l Microsoft Windows Server R2 2008 (64ビット )

l Microsoft Windows Server 2012 (64ビット )

l Microsoft Windows Server R2 2012 (64ビット )

l RedHat Enterprise Linux 5.x (64ビット )

l RedHat Enterprise Linux 6.x (64ビット )

l Ubuntu 12.04.x LTS

サポートされるデータ

ベース

l Oracle 11g R2

l Oracle 11g R2RAC

l Oracle MySQL 5.5.x

l Oracle MySQL 5.6.x

l PostgreSQL 9.1.x

l PostgreSQL 9.2.x

l PostgreSQL 9.3.x

l Microsoft SQLR2 Server 2008

l Microsoft SQL Server 2012
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サポートされるブラウ

ザー

l Microsoft Internet Explorer 9.x、10.x、11.x (最新版 )

l Mozilla FireFox (最新版 +最新の2つのレガシーバージョン)

l Google Chrome (最新版 +最新の2つのレガシーバージョン)

推奨される画面解像度 : 1280 x 1024または 1920 x 1080

.NET Framework Microsoft .NET Framework 4.5またはそれ以降、完全インストー

ル。RASのインストールにも必要となります。

データベースサーバーのシステム要件

データベースサーバーのオペレーティングシステムサポートは、データベースベンダーの推奨事項に従い

ます。

Studioのソフトウェア要件

コンポーネント 要件

サポートされるオペ

レーティングシステム

l Microsoft Windows 8 (64ビット )

l Microsoft Windows 8.1 (64ビット )

l Microsoft Windows Server 2012 (64ビット )

l Microsoft Windows Server R2 2012 (64ビット )

l Microsoft Windows Server 2008 (64ビット )

l Microsoft Windows Server R2 2008 (64ビット )

l Microsoft Windows 7 (64ビット )

.NET Framework Microsoft .NET Framework 4.5またはそれ以降、完全インストール。

.NETオペレーションのフローのデバッグに必要となります。 .NET 4.5がない

場合、 .NETによるフローやオペレーションは Studioで無効のマークが付け

られます。

サービスパック Microsoft Visual C++ 2008 SP1再頒布可能パッケージ (x86)。

使用するWindowsのバージョン (Windows x64など)に関わらず、x86プ
ラットフォーム向けのバージョンのダウンロードとインストールが必要です。

http://www.microsoft.com/en-us/download/details.aspx?id=29
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ハードウェア要件

ここで説明するハードウェア要件は、サポートされる最小構成です。

多くの場合は、システムの負荷と使用状況に応じて、より強力なハードウェアが必要です。ときには、

スケールアップ (ハードウェアの強化 )よりもスケールアウト (ノードの追加 )の方が望ましいこともありま

す。

HP OO Centralおよびデータベースサーバーのハードウェア要件

ハードドライブ空き容量の最小要件は、データベースとCentralを同じマシンにインストールするかどう

かによって異なります。

これらの要件は、主要なコンポーネント (Centralサーバー、RAS)をユーザーのサイトにインストールす

るオンプレミスインストールの場合です。

コンポーネント サーバーごとの要件 (最小 )

CPU 3GHz (シングルプロセッサーシステム)、または 2GHz (マルチプロセッサーシ

ステム)

データベースサーバー

l データベースベンダーの推奨事項と要件に従いますが、最低でも 2
CPU コア

Centralサーバー

l 最小 : 1 CPU コア

l 推奨 : 4 CPU コア

メモリ (RAM) データベースサーバー

l ベンダーの指定に従いますが、最低でも 4GB

Centralサーバー

l 最小 : 2 GB

l 推奨 : 4 GB

インストールガイド
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ハードドライブ空き容

量

データベースサーバー

l HP OOのインストールとベースコンテンツパックのデプロイメント用に 2
GB。

l HP OOオペレーション用に最低 48GB

(最低 50GBの表領域 )

Centralサーバー

l 2GB

主要なコンポーネントがクラウドベースの仮想マシンにインストールされるオフプレミスインストールの場

合、ハードウェア要件は次のとおりです。

l Central/RAS: クラウドシステムの場合、極めて小さなマシン

l データベース:データベースベンダーの推奨事項と要件に従いますが、小さなマシンも必要

RASインストールのハードウェア要件

コンポーネント 要件 (最小 )

CPU 2GHz (シングルプロセッサーシステムまたはマルチプロセッサーシステム)

最小 : 1 CPU コア

推奨 : 4 CPU コア

メモリ (RAM) 1GB

ハードドライブ空き容

量

2GB (同時にインストールするフローとオペレーション用の容量を含む)

Central クライアントのハードウェア要件

Central用のWebクライアントマシンは、Webブラウザーの最小ハードウェア要件を満たす必要があり

ます。

各自のマシンにインストールしたHP OO Studioのハードウェア要件

Studioをインストールするマシンは、Webブラウザーの最小ハードウェア要件か、以下のハードウェア

要件のいずれか高い方を満たす必要があります。

コンポーネント 要件 (最小 )
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CPU 2GHz (シングルプロセッサーシステムまたはマルチプロセッサーシステム)

1 CPU コア

メモリ (RAM) 2GB (Studioの処理に必要なメモリ容量 )

ハードドライブ空き容

量

4GB (同時にインストールするフローとオペレーション用の容量を含む)

インストールガイド
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仮想システム

次のハイパーバイザーで動作するゲストシステム上にHP OOコンポーネントをインストールする場合、

そのゲストシステムがこのシステム要件で記載している要件を満たしていれば対応します。

l VMWare ESX Server、バージョン 3以上

l Microsoft Hyper-V (サポートされるすべてのWindowsバージョンに対する)

クラウドのデプロイメント

HP Operations Orchestrationは、クラウドコンピューターユニットにインストールできます。HPクラウド

サービスでサーバーコンポーネント (Central、RAS)を使用するには、小さなマシンが必要です。また、

データベースは、小さいマシンが必要なことに加えて、データベースベンダーの推奨事項と要件を満た

している必要もあります。

インストールガイド

HP Operations Orchestration (10.10 ) 51 / 53ページ



付録

データベース設定の変更 52

OpenJDK 7のJREの使用 52

データベース設定の変更

1. Centralクラスターまたは 1つのノードを停止します。

2. (オプション)次のコマンドを使用して、暗号化したパスワードを生成します。

<インストールディレクトリ>/central/bin/encrypt-password --password <プレーンテキストのパ

ス>

3. 各ノードで、次のファイルのユーザー名またはパスワードの値を変更します。

<インストールディレクトリ>/central/conf/database.properties

注 :パスワードは暗号化されて保存されるため、{ENCRYPTED}プレフィックスを必ず指定して

ください。

4. Centralクラスターを再起動します。

OpenJDK 7 の JRE の使用

HP OOで提供される標準 JREではなくOpenJDK 7プロジェクトのJREを使用する場合は、次の

手順を実行します。

注 : OpenJDKは、Java SE 7向けのバージョンを使用してください。

HP OO 10.10にアップグレードすると、インストール済みのJREは置換されます。したがっ

て、10.10へのアップグレードが完了したら、次の手順を実行してください。

1. Central/RASを停止して Studioを終了します。

2. メインのHP OOインストールディレクトリにある javaディレクトリをバックアップしてから削除します。

3. OpenJDKパッケージで jreディレクトリを探します。HP OOインストールディレクトリにコピーし、名

前を javaに変更します。

4. Central/RASを再開します。

インストールガイド
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